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活
保
護
の
被
保
護
者
数
は
、敗
戦
直
後

を
上
回
り
史
上
最
多
を
毎
月
塗
り
替

え
る
。そ
の
保
護
費
3
・
7
円
の
ほ
ぼ
半
額
は

「
医
療
扶
助
」で
、制
度
見
直
し
の
焦
点
に
な
っ

た
。被

保
護
者
2
0
0
万
人
超
の

非
常
事
態

　

被
保
護
者
数
は
約
2
1
1
・
5
万
人

（
1
5
4
・
3
万
世
帯
）、総
人
口
に
占
め
る
保

護
率
は
1
・
66
％（
2
0
1
2
年
6
月
時
点
）。

第
2
次
世
界
大
戦
後
の
困
窮
期
で
あ
っ
た

1
9
5
1
年
の
1
カ
月
平
均
2
0
4
・
7
万
人

（
70
万
世
帯
）、同
2
・
42
％
を
超
え
た
。

　

生
活
保
護
費
は
12
年
度
予
算
で
約
3
・
7
兆

円（
う
ち
国
費
2
・
8
兆
円
）に
上
る
。10
年
度

の
実
績
約
3
・
3
兆
円
で
み
る
と「
医
療
扶
助
」

が
約
1
・
57
兆
円（
総
額
の
47
・
2
％
）、生
活
費

等
の「
生
活
扶
助
」約
1
・
16
兆
円（
34
・
7
％
）、

「
住
宅
扶
助
」約
5
0
0
0
億
円（
15
・
0
％
）、

そ
の
他
約
1
0
0
0
億
円
で
あ
る
。

　

受
給
者
の
4
割
強
は
65
歳
以
上
で
、日
本
全

体
の
高
齢
化
を
反
映
し
た
上
昇
傾
向
だ
が
、老

齢
で
も
病
気
で
も
な
い
受
給
者
の
増
加
も
目

立
つ
。こ
の
分
類
上「
そ
の
他
の
世
帯
」と
さ
れ

る
人
々
は
2
0
0
0
年
度
の
約
5
・
5
万
世
帯

か
ら
10
年
度
に
は
約
22
・
7
万
世
帯
と
4
倍
に

増
え
た
。そ
の
背
景
に
使
い
捨
て
に
さ
れ
や
す

い
非
正
規
労
働
者
の
急
増
が
あ
る
の
は
容
易

に
推
定
さ
れ
る
。

　

政
府
が
進
め
る
生
活
保
護
制
度
の
抜
本
的

見
直
し
は
①
稼
働
可
能
世
帯
の
職
場
確
保
策

②
医
療
扶
助
の
適
正
化
③
生
活
保
護
水
準
の

再
検
討
な
ど
を
柱
に
す
る
。

医
療
扶
助
の

構
造
的
な
課
題

　

医
療
扶
助
1
・
57
兆
円
の
特
徴
は
何
か
。

　

ま
ず「
入
院
費
」（
総
額
の
57
・
5
％
）の
占
め

る
割
合
が
大
き
い（
図
参
照
）。や
は
り
高
齢
化

の
激
し
い
市
町
村
国
保
と
75
歳
以
上
対
象
の

高
齢
者
医
療
制
度
の
両
制
度
で
は
総
額
の
計

44
・
8
％
に
と
ど
ま
る（
以
下
は
市
町
村
国
保

等
と
略
）。１
人
当
た
り
入
院
費
も
市
町
村
国

保
等
と
比
べ
30
～
50
歳
代
は
5
倍
以
上
に
上

る
。詳
細
な
分
析
は
な
い
が
、こ
の
要
因
の
ひ

と
つ
は
精
神
病
院
の
長
期
入
院
者
の
多
さ
と

み
ら
れ
る
。

　

1
人
当
た
り「
外
来
医
療
費
」（
調
剤
費
を
含

む
）も
市
町
村
国
保
等
と
比
べ
70
歳
以
上
で
は

生

「医療扶助」の増大に
どう対処するか

生 活 保 護 の 見 直 し
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あ
ま
り
差
は
な
い
も
の
の
、30
～
39
歳
は
2
・

7
倍
、40
～
49
歳
は
2
・
4
倍
、50
～
59
歳
も
2

倍
と
非
常
に
高
い
。

　

こ
の
差
は
な
ぜ
か
。傷
病
を
抱
え
る
生
活
保

護
受
給
者
が
多
く
、受
診
回
数
も
多
い
だ
け
な

の
か
。受
給
者
は「
国
民
皆
保
険
」の
対
象
か
ら

外
さ
れ
、福
祉
事
務
所
で「
医
療
券
」と
呼
ば
れ

る
書
類
持
参
で
受
診
す
る
。当
然
な
が
ら
窓
口

負
担（
一
部
負
担
金
）は
い
ら
な
い
。

　

こ
の
た
め
財
務
省
の
財
政
制
度
等
審
議
会
・

財
政
制
度
分
科
会
は「
全
額
が
公
費
負
担
に
よ

る
モ
ラ
ル
ハ
ザ
ー
ド
」と
指
摘
し
、使
っ
た
医

療
費
の
最
大
1
割
の
自
己
負
担
導
入
を
提
言

し
た
。

　

一
方
、厚
労
省
は
自
己
負
担
導
入
に
は
慎
重

で
、①
受
給
者
が
受
診
す
る「
指
定
医
療
機
関
」

（
全
国
約
16
万
カ
所
）の
指
定
要
件
・
有
効
期
間
・

取
消
要
件
の
見
直
し
、②
都
道
府
県
、政
令
都

市
等
に
よ
る
指
定
医
療
機
関
へ
の
調
査
・
指
導

権
限
の
強
化
、③
電
子
レ
セ
プ
ト
を
活
用
し
た

点
検
指
導
や
後
発
医
薬
品
の
使
用
促
進
な
ど

を
一
層
強
化
す
る
、と
い
う
。

現
行
は

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
効
果
な
し

　

無
料
受
診
は
確
か
に
モ
ラ
ル
ハ
ザ
ー
ド
を

引
き
起
こ
す
。受
給
の
患
者
側
と
指
定
医
療
機

関
側
の
双
方
の
問
題
で
あ
る
。

　

最
低
生
活
の
受
給
者
が
1
割
分
を
払
え
る

わ
け
も
な
く
、財
務
省
提
案
も「
翌
月
償
還
払

い
を
含
む
」と
、但
し
書
き
を
付
け
た
。し
か
し
、

月
額
5
～
6
万
円
程
度
で
も
支
払
い
不
能
に

陥
る
。事
務
処
理
は
可
能
か
、事
務
費
が
か
さ

ま
な
い
か
。も
と
も
と「
早
期
発
見
・
早
期
治
療
」

の
原
則
に
反
し
、医
療
費
を
押
し
上
げ
な
い
か
。

　

む
し
ろ
医
療
機
関
側
へ
の
対
処
を
優
先
す

べ
き
だ
。財
務
省
の「
医
療
扶
助
費
支
給
実
態

調
査
」（
自
治
体
ア
ン
ケ
ー
ト
・
回
答
1
1
1
自

治
体
）に
よ
る
と
、後
発
医
薬
品
の
使
用
促
進

で
医
療
扶
助
請
求
額
に
変
化
が
あ
っ
た
か
ど

う
か
を
聴
い
た
と
こ
ろ「
特
段
の
変
化
な
し
」

が
実
に
約
10
割（
98
％
）、向
精
神
薬（
睡
眠
薬
、

抗
う
つ
薬
等
）の
重
複
処
方
を
電
子
レ
セ
プ
ト

で
点
検
・
指
導
し
て
も「
特
段
の
変
化
な
し
」が

約
7
割
だ
っ
た
。

　
「
後
発
医
薬
品
の
投
与
」で
受
給
者
の
健
康

が
損
な
わ
れ
た
り
、病
気
が
重
く
な
っ
た
り
す

る
わ
け
で
は
な
い
。「
重
複
処
方
」は
、避
け
る

方
が
望
ま
し
い
。自
己
負
担
導
入
の
強
行
策
へ

走
る
よ
り
原
則
的
に
後
発
医
薬
品
使
用
を
定

め
、重
複
処
方
へ
の
報
酬
も
不
払
い
や
減
額
に

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
“
劇
薬
”は
副
作
用
も
激
し
い
と
い
う
医
療

の
常
識
は
、１
割
負
担
導
入
と
い
う
強
行
策
に

も
あ
て
は
ま
る
。

■
宮
武  

剛
（
み
や
た
け
・
ご
う
）

毎
日
新
聞
社
・
論
説
副
委
員
長
、埼
玉
県
立
大
学
、目
白
大
学
の
教
授
を
経

て
、目
白
大
学
生
涯
福
祉
研
究
科
・
客
員
教
授
。Ｎ
Ｈ
Ｋ（
Ｅ
テ
レ
）「
福
祉

マ
ガ
ジ
ン
」編
集
長（
毎
月
第
2
週
、最
終
水
曜
日
午
後
８
時
放
映
）や
Ｎ

Ｐ
Ｏ「
福
祉
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
ジ
ャ
パ
ン
」会
長
も
務
め
る
。

医療扶助費における構成割合（2010年度）

医療扶助費
総 額

15,701億円
（事業費ベース）

入 院
57.5％

外 来
28.1％

調 剤
14.5％ 43.1％

38.7％

13.3％

障害者
施設等
2.6%
　

その他 2.3%

一般病棟

精神病棟

療養病棟

入院に係る医療扶助費の
病棟・病院等の区分内訳


